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業績予想に関するお知らせ 

 

平成 22 年５月 14 日付の平成 22 年３月期決算短信の発表時に未公表でありました、平成

23年３月期 （平成 22年４月 1日～平成 23年３月 31日）の業績予想につきまして、下記の

通りお知らせいたします。 

 

記 
 
１．平成 23年３月期(平成 22 年４月１ 日～平成 23年３月 31日)個別業績予想数値 

 （１）平成 23年３月期第２四半期累計期間 

（個別） 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円

－ 

百万円

－ 

百万円

－ 

百万円 

－ 

円 銭

－

今回発表予想(B) 123 △201 △201 △201 △1,294 97

増減額(B-A) － － － － －

増減率(%) － － － － －

(参考)前期同期実績 

（平成 22年３月期 

第 2四半期累計期間） 

377 △190 △190 △194 △2,588 96

 

 （２）平成 23年３月期通期 

（個別） 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円

－ 

百万円

－ 

百万円

－ 

百万円 

－ 

円 銭

－

今回発表予想(B) 501 △237 △237 △237 △1,530 79

増減額(B-A) － － － － －

増減率(%) － － － － －

(参考)前期同期実績 

（平成22年３月期通期） 
616 △387 △390 △535 △5,463 20
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２．業績予想の概要 

 当社は、平成 22 年５月 14 日付の平成 22 年３月期通期決算短信の発表時点にお

いては、経済情勢の悪化と先行き不透明感により当社を取り巻く事業環境は非常に厳

しいものであり、平成 23 年３月期の業績を的確に予測することが困難であったこと

から、平成 23年３月期の業績予想につきましては未定としておりました。 

しかしながら、今般、当期第１四半期の業績動向並びに新規事業に係る事業計画の

精査を進めた結果、当期の業績予想が可能となりましたので、上記のとおり平成 23

年３月期第２四半期累計期間並びに通期の業績予想を公表いたします。 

 

 今後の経済環境につきましては、世界的な景気減退の中、内外の各種経済対策の効

果もあり、一部に回復の動きは見られるものの、企業業績の停滞による設備投資意欲

の減退、雇用情勢の悪化による個人消費の低迷等、引き続きデフレ局面による景気悪

化の懸念が払拭できない状況にあり、当社を取り巻く経営環境といたしましても、よ

り一層厳しさを増しております。 

 当社を取り巻く事業環境といたしましては、実体経済の悪化による企業のＩＴ関連

投資縮小や経費節減傾向が継続しており、また、現在当社が業績に回復に向けて推進

しているフランチャイズ事業等の新規事業につきましても、その推進のためには不確

定要素が多く、本格的な当社業績への寄与にはまだ時間がかかるとの判断から、当面、

非常に厳しい状況が続くものと予想されます。 

 当社では、これらの事業環境の急激な悪化を受け、既存ＩＴネットワーク事業にお

いては、差別化が可能な製品を中心とした高付加価値なソリューション、サービスの

展開へとリソースをシフトし、パートナー企業とのアライアンスの強化等を軸に収益

力のアップを図っております。また、現在推進または推進を予定している新規事業の

当期中の立ち上げと業績への寄与を目指した組織の見直しや、コスト削減の徹底によ

る損益分岐点の引き下げ等を、新経営陣の下、確実に進捗させていく所存であります。 

 このような状況の中、平成 23 年３月期の業績につきましては、既存ＩＴネットワ

ーク事業においては新技術への対応や新しいビジネスモデルの創出、当社取引先から

の取引条件見直しの要望、等の課題が山積していることから、当期上半期は前期下半

期に続き低調に推移することが予想されておりますが、パートナー企業とのアライア

ンスの強化等の施策の進捗により、当期下半期にかけて収益性が改善していくものと

想定しております。また、フランチャイズ事業及び次世代型通信機器サービス事業に

ついても、デフレ局面の長期化による企業収益力・内部留保の悪化が懸念される中、

その進捗が当初計画より遅れており、下半期以降の本格立ち上げと想定していること

から、当期の業績への寄与は大きくないと考えております。その結果、利益面につき

ましても、当社のコスト削減をより一層推進することにより一定の効果は見込めるも

のの、前述の理由による大幅な売上の減少により営業損失及び経常損失の悪化を予想

しております。 

 

【注記事項】 

上記の業績予想は、当社が現時点で合理的と判断した一定の前提に基づき算定してお

りますが、実際の業績は予想と異なることがあり得ます。 

 
以  上 


